
 

 

 

 

令和８年２月４日 

乃 木 保 育 所 

看護師 法橋 郁子 

 

 

 

 

 

保健だより 

立春とは名ばかりの厳しい寒さが続いています。節分の日には、鬼に向かってカラー

ボールや新聞紙を丸めた“豆”で、豆まきをする子ども達の元気な声が響いていました。

今年も子ども達に、たくさんの「福」が来ることを願っています。 

さて、この時期、風邪やアレルギー性鼻炎、中耳炎などで鼻水を出したり、鼻がつまっ

ている子ども達を多く見ます。「鼻水くらいなら・・・。」と、咳や発熱と比べて安易に考え

てしまい後回しにされがちですが、鼻には「呼吸をする」「臭いをかぐ」などの大切な役割

があり、トラブルがあるとその機能が正常に働きにくくなるので、早めに症状を解消する

必要があります。そこで、鼻水の色の違いで分かる症状や鼻の正しいかみ方、鼻づまりの

解消法について紹介しますので参考にして下さい。 

 

 

今月は、「体の名前を覚えよう」というテーマで行いました。大型の人体パズルのパー

ツを埋め込みながら、「肩」「膝」など体の名前当てクイズやその位置の確認をしました。

また、手足にケガをした時や体調が優れない時、相手にどのように説明をすると自分の

気持ちが伝わるのか、子ども達と一緒に考えました。 

就学前や年長組に進級する子ども達が、自分の気持ちをきちんと相手に伝えること

はとても大切です。ご家庭でも、子ども達が病気やケガなどで受診をする時には、自分

の言葉で症状や部位を説明できるようにしていきましょう。 

 

今月の保健指導 

 

かぜの初期で一般に“みずばな”と

言われる鼻水です。また、アレルギー

性鼻炎の可能性もあります。 

 

 
かぜの症状も悪化してきています。

いつまでも黄色や緑色の鼻水が出て

いる時は、要注意！急性副鼻腔炎や、

中耳炎などを起こしている場合もあ

ります。早めに、耳鼻咽喉科を受診し

ましょう。 

 

 

 

どんな鼻水が出ていますか？ 
 どんな鼻水がでているかよく見ると、かぜの進行度がわかります。 

 



  

 

 

 

 

令和８年１月８日 

乃 木 保 育 所 

看護師 法橋 郁子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健だより 

寒の入りを迎え、一段と寒さの厳しい時期となってきました。市内ではインフルエンザ流

行警報が続いています。例年のピークは１月から２月ですので、引き続き感染対策を行うこ

とが大切です。感染症から体を守るためにも、栄養と運動、休養のバランスをうまくとり、今

年も「“元気な“のぎっ子”」を目指していきましょう。 

さて、寒さが厳しくなると暖房器具の使用や鍋料理など温かい料理をつくる機会が多く

なることで、乳幼児がやけどをする事故が増えてきます。多くは家庭内で起こっているの

で、大人の注意によって十分防ぐことができます。事故を防ぐために、きちんと対策をする

と共に、やけどをした場合の応急手当も覚えておくと安心です。やけどをした時の対応など

を載せていますので、参考にして下さい。 

 

子どもの皮膚は、大人よりも薄いため、やけどが深くなりやすく、大人なら平

気な熱さでもやけどになることもあります。十分に冷やした後、症状が続くよ

うなら早めに皮膚科や形成外科を受診しましょう。 

注意したい蒸気によるやけど 

 

寒い季節 やけどにご注意！ 

応急手当のポイント 

 



  

 

 

 

 

令和７年１２月８日 

乃 木 保 育 所 

看護師 法橋 郁子 

 

 

 

 

 
保護者の皆様へ 

今月は「風邪やインフルエンザ症状への対処法」について、鼻や耳の仕組みを示し

ながら、鼻水が出た時の処理や咳、くしゃみをする際の咳エチケットについて話をし

ました。誤った処理によっては、中耳炎や副鼻腔炎になることもあります。正しい処

理の仕方を身につけて、感染症が拡がらないようにしましょう。 

 

 

保健だより 

 

師走を迎え、寒さも本格的になってきました。こうした季節には、インフルエンザや風邪

などと共に感染性胃腸炎も多くなってきますので、注意が必要です。感染性胃腸炎の原因

の多くはウイルス性で、主にロタウイルスとノロウイルスです。これらは、人から人へと感染

し、吐物や便に含まれているウイルスや汚染された食品やドアノブ等を触った手からも感染

します。その感染力は非常に強いので、予防にはこまめな手洗いやうがいが大切です。 

保育所は多数の乳幼児が生活をする場なので、手洗いやうがいはもちろん、おもちゃや

ドアノブ、扉などの手が触れる場所の消毒も行って感染予防に努めていますが、お子様の

体調の変化（発熱、嘔吐、下痢など）によっては、感染拡大予防の為に、速やかなお迎えをお

願いします。 

感染性胃腸炎について、症状やケアなどをまとめましたので、参考にして下さい。 

年末年始の急病に備えて 

年末年始は、ほとんどの病院が休診となります。お子さんの急な発熱やけ

が等に備えて、事前にかかりつけの病院や近くの救急病院の診療時間を確

認しておきましょう。 

また、帰省先の救急病院の情報も把握しておくと安心です。 

 

嘔吐物（下痢も含む）で汚染した衣類を、そのままお返しするのは大変心苦しいで

すが、保育所での二次感染を防ぐために、所内では洗濯しないように行政指導を受

けていますので、ご理解とご協力をお願いします。 

 

今月の保健指導 

 



 

 

 

 

 

令和７年１１月１１日 

乃 木 保 育 所 

看護師 法橋 郁子 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落ち葉が風に舞う季節となりました。これからは、一段と朝夕の気温差が大きくなって

きますので、体調を崩さないよう睡眠と栄養を十分にとって、寒さに負けない体づくりを

していきましょう。 

さて、これから冬に向かって、空気が冷たく乾燥するため、風邪やインフルエンザなどの

感染症が流行する時期になります。市内でも、インフルエンザの流行が始まっており、注意

が必要です。これらの感染症は、感染者からのくしゃみや咳からウイルスを吸い込むこと

によって感染し、またウイルスが手などに付着することで周囲に拡がっていきます。 

当所では、保育室に入る前の手指消毒を行い、室内の温度や湿度、換気などの環境管

理に努めています。風邪やインフルエンザについて予防やケアをまとめましたので、参考

にして下さい。 

 

 

 

風邪やインフルエンザについて予防やケアをまとめましたので、参考にして下さい。 

 

 「風邪やインフルエンザの予防」というテーマで、症状や予防方法の話をしまし

た。また、日頃の子ども達の手洗いの仕方を確認するために、「手洗い実験」を行

いました。手洗いが不十分な場合は、試薬によって洗い残しの部分が青く着色し

てしまいます。流水だけの手洗いでは、指の間や手首が着色し、洗い方が不十分

なことが分かりました。石けんを使って爪や手首、親指も忘れず丁寧に洗うこと

が大切です。 

最も身近な予防が“手洗いとうがい
．．．

”です。正しい方法を身につけてウイルスに

負けない体づくりをして欲しいと思います。 

 

保健だより 

  

今月の保健指導 

睡眠・運動・栄養バランスをとろう！ 



 

 

 

 

 

令和７年１０月１４日 

乃 木 保 育 所 

看護師 法橋 郁子 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空が澄み、清々しい秋を感じる頃となりました。これからは一日の寒暖差が大きくなるの

で、体調を崩しやすくなります。気温に合わせて衣服を調節し、冬に向かって病気に負けない

体づくりをしていきましょう。 

さて、１０月１０日は“目の愛護デー”です。子どもの目は、個人差はあるものの、生まれたば

かりでは明暗が分かる程度だった視力が、３歳頃には半数以上の子どもが 1.0となり、６歳頃

には 1.0～1.2 と大人と同じくらい見えるようになります。その為、乳幼児の「目育て」が大切

ですが、子ども達は見えにくさや痛みがあっても自覚しにくいので、大人が子ども達の姿勢や

行動などをよく観察して気づくことが重要です。そこで、注意したい子どもの行動や目の健康

によい生活習慣を下記に紹介していますので、参考にして下さい。 

 

 「目を大切にしましょう」というテーマで、テレビやスマートフォンの見方、ゲームをする時に

注意して欲しい点を話し、テレビを見る時の位置の体験もしました。テレビ画面と同じサイズ

のホワイトボードを使って、片目でトイレットペーパー芯の筒をのぞき込み、筒の円内にホワイ

トボードが丁度良く入るように見える所が、適切な良い位置と確認しました。その位置は近づ

いたり離れたりして試したところ、およそ２～３メートルくらい離れた場所でした。 

子ども達の目に負担をかけないように、テレビやゲームとつきあって欲しいと思います。 

保健だより 

 

  

こんな様子がよく見られたら眼科を受診しましょう 

 

 

今月の保健指導 

目の健康を守る生活習慣 



 

 

 

 

 

令和７年９月９日 

乃 木 保 育 所 

看護師 法橋 郁子 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月に入っても残暑の厳しい日々ですが、朝夕は少しずつしのぎやすくなってきま

した。猛暑だった日々を過ごしてきた子ども達は、これから夏の疲れが出やすくなりま

す。生活リズムが乱れると体調も崩れるので、睡眠・栄養・休息をバランス良くとって

元気に過ごしましょう。 

さて、９月９日は“救急の日”です。子どもの事故は、思いもよらない場所や原因で発

生しますが、子ども達の成長に合わせて身の回りを点検することで、事故を未然に防

ぐことができます。そこで、家庭内での事故を防ぐためにチェック項目を載せています

ので、点検してみましょう。また、子ども達に多いケガや打撲など、いざという時の応

急手当も載せましたので参考にして下さい。 

古賀歯科医院の先生による歯科検診がありました。健診結果は、個々にお知らせしていま

すが、「虫歯は殆どなく素晴らしかったです。ただ、歯並びが窮屈になっているのが気になりま

した。小学３、４年生になる頃には、顎が発達してきますので、日頃から体を動かすことが大切

です。」と話され、運動することが歯並びや歯の噛み合わせにも良い効果があるとアドバイス

を頂きました。日頃から、バランスのとれた食事と共に体をしっかり動かすことで良い歯を育

てていきましょう。 

保健だより 

 

 

  

打撲 

子どもの事故を予防しましょう 

歯科検診を終えて 

爪や爪の周りのけが スリ傷・切り傷 



 

 

 

 

令和７年８月１２日 

乃 木 保 育 所 

看護師 法橋 郁子 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例年にない猛暑が続いていますが、子ども達は水遊びやプール遊びを楽しんでい

ます。この夏を元気に乗り切れるように、エアコンや扇風機を適切に使い、しっか

りと体調管理を行っていきたいと思います。 

 さて、この暑さの影響で、熱中症への心配な日々が続いています。熱中症とは、

気温や湿度が高い時に汗をかけなくなることで体に熱がこもり、体温調節ができな

くなる状態です。子どもはその機能が未熟なので、熱中症のリスクが高くなり注意

が必要です。戸外だけでなく屋内でも発症することもあるので、適切に対応して、

熱中症という命の危険から子どもを守りましょう。対策のポイントを以下に載せま

したので、参考にして下さい。 

熱中症かな？と思った時は・・・ 

 

保健だより 

屋内での注意点 

                今月の保健指導 

「夏を元気に過ごそう」というテーマで、熱中症予防を中心に症状や外遊びの注意点、汗をか

いた時の処理の仕方、一日の水分補給の仕方などの話をしました。遊びに夢中になると、のど

の渇きに気づかず、脱水になってしまうこともあります。のどが渇く前に、こまめに水分補給

をすることの大切さを伝えました。 

今年の夏は、特に厳しい暑さになっています。しっかりと朝食をとり、良質な睡眠を確保し

ながら規則正しい生活を送って欲しいと思います。 

熱中症対策として 

屋外での注意点 
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令和７年 7月２日 

乃 木 保 育 所 

看護師 法橋 郁子 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例年より早く梅雨明けし、心弾む夏がやって来ました。当所も先日プール開きをし、

待ちに待ったプール遊びが始まりました。この時期にしか経験出来ない水遊びの心地良

さを楽しみ、暑さに負けない体づくりをしていきましょう。プール遊びは、水の刺激で

皮膚を丈夫にし、肺機能も高めるので健康な体をつくるのに大切な活動です。安全で楽

しいプール遊びとなるようにご協力をお願いします。 

ご家庭で健康観察や準備などを以下に載せていますので、参考にして下さい。 

保健だより 

今月の保健指導 

「プールに入る前のお約束」をテーマに、前日と当日の注意事項をお話しました。体調を

整えて、楽しいプール遊びになって欲しいと思います。また、手足の爪のチェックやアタマ

ジラミの有無の確認をしました。ご家庭でも、爪を切りそろえたり洗髪などご協力をお願い

します。 

プールの時は忘れずにチェック 

夏に多く見られる感染症 

夏は暑さのために疲れがたまり、体調を崩しやすくなります。この時期に多い

感染症を載せていますので参考にしてください。 

 



 

 

 

 

令和７年６月 10日 

乃 木 保 育 所 

看護師 法橋 郁子 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨上がりの緑が、ひときわ鮮やかに感じられる季節となりました。これからの時期は、

蒸し暑い日もあれば肌寒い日もあり、不快な日が多くなります。このじめじめした季節を

少しでも快適に過ごすことができるように、衛生面に気をつけていきたいと思います。 

さて、６月４日から１０日までは「歯と口の健康週間」です。歯は食べ物を噛む、正し

い発音をするなどの大切な働きをしています。将来にわたって健康な歯で過ごすことがで

きるように、乳幼児期から正しいケアをしていきましょう。 

健康な歯と口を保つために心がけたい点について、以下に紹介していますので、参考に

して下さい。 

保健だより 

今月の保健指導 

「歯を大切にしましょう」というテーマで保健指導を行いました。大型の歯の模型や

挿絵を使いながら、健康な歯を保つには、日々の生活習慣（バランスのよい食生活・食

後の歯みがきやうがい・節度あるおやつのとり方）が基本になることを伝えました。そ

して、大型の歯ブラシを使って正しい歯みがきの仕方も再確認しました。 

また、れもん組の子ども達は、きちんと歯みがきができているかをチェックするため

に、歯の染め出しをしました。みがき残しのある歯が赤く染まっているのを鏡で見なが

ら、「○ちゃんの歯は白いから、ちゃんとみがいているね。」「この歯をみがいてなか

った～。」と友だちと話しながら、みがき残しだった歯を丁寧にみがいていました。 

歯は、一生涯付き合うものです。この機会に、歯ブラシの使い方やおやつの食べ方な

どお子さんと一緒に生活習慣を振り返って、歯の大切さを考えてみましょう。 

 

良い歯は幼児期から 
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保健だより   
                               令和７年５月８日 

                                                     乃 木 保 育 所 

 看護師 法橋 郁子 

 

新緑が目にも鮮やかな季節となりました。新年度が始まって一か月、子ども達は新しい環境に慣れ

てきましたが、体力的にも疲れが出る頃です。食事や睡眠をしっかりとって体調を整えていきましょ

う。 

さて、私達は毎日食事をすることで、体を動かしたり、栄養を得ています。その後、消化吸収され、

不要になったものをうんちとして排泄しています。うんちは、健康のバロメーターなので、汚いもの

と思わず観察する習慣をつけていきたいものです。 

うんちの観察点と、「良いうんち」を出すために心掛けたい生活習慣を載せていますので、参考に

して下さい。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の保健指導 

あんず組とれもん組に行っている保健指導ですが、今年度、最初のテーマは、「うんちの大切な働

きとトイレマナー」の話をしました。うんちの大切な役割や種類（バナナうんち、ころころうんち、

びりびりうんち）、そして「良いうんち（バナナうんち）」を出すためには、体を動かし色々な食物

をよく噛んで食べることが大切と伝えました。 

 また、トイレの使い方の話もしました。２階のトイレは小学校入学に合わせて和式トイレになって

いますが、洋式トイレに慣れている子ども達が多いので、改めてトイレでしゃがむ位置やトイレット

ペーパーの使い方、スリッパの揃え方などを確認しました。子ども達の中には、“しゃがむ”ことが出

来にくい子どももいました。この機会に、“しゃがむ”ことに慣れていけるといいですね。 

 

     

 






















